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時論公論ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
反

撃
に
出
た
。
核
を
巡
る
北
朝
鮮
と
の
会
談

を
５
月
に
控
え
、
外
交
や
安
全
保
障
を
担

当
す
る
側
近
を
次
々
に
交
代
さ
せ
た
か
と

思
え
ば
、
貿
易
で
鉄
鋼
と
ア
ル
ミ
製
品
に

高
額
の
課
税
を
す
る
新
た
な
通
商
政
策

を
発
動
さ
せ
た
。
こ
れ
は
、
大
統
領
と
し

て
初
の
本
格
的
な
評
価
が
下
さ
れ
る
秋
の

中
間
選
挙
に
向
け
、
公
約
で
あ
る
「
貿
易

赤
字
解
消
」
な
ど
に
重
点
を
置
い
た
結
果

だ
。
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
で
の
下
院
補
選
敗

北
に
触
発
さ
れ
、
大
統
領
選
で
自
ら
を
当

選
さ
せ
る
原
動
力
と
な
っ
た
白
人
の
低
所

得
者
層
や
、
産
業
が
停
滞
し
て
い
る
〝
ラ

ス
ト
ベ
ル
ト
〞
地
域
へ
の
て
こ
入
れ
に
本
腰

を
入
れ
始
め
た

関
税
シ
ョッ
ク

鉄
鋼
に
25
パ
ー
セ
ン
ト
、
ア
ル
ミ
製
品

で
10
パ
ー
セ
ン
ト
か
け
る
と
い
う
新
た
な

関
税
措
置
が
発
動
さ
れ
た
。
得
意
顔
で
大

統
領
令
に
署
名
を
す
る
ト
ラ
ン
プ
氏
。
欧

州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
は
対
抗
措
置
を
も
ち
ら

つ
か
せ
た
。
と
こ
ろ
が
後
に
な
っ
て
、
カ
ナ

ダ
や
メ
キ
シ
コ
、
韓
国
、
Ｅ
Ｕ
な
ど
は
当

面
、
実
施
を
除
外
さ
れ
た
が
、
日
本
は
適

用
対
象
に
残
っ
た
。

日
本
は
世
耕
弘
成
経
済
産
業
相
や
河

野
太
郎
外
相
が
米
国
に「
日
本
は
安
全
保

障
上
の
脅
威
に
は
な
ら
な
い
」
と
除
外
を

働
き
掛
け
て
き
た
。
安
倍
晋
三
首
相
と
特

別
な
関
係
に
あ
る
と
言
わ
れ
「
シ
ン
ゾ
ー

の
い
う
こ
と
な
ら
何
で
も
聞
く
」
と
も
言

わ
れ
た
ト
ラ
ン
プ
氏
だ
が
今
回
は
あ
っ
さ

り
は
し
ご
を
外
し
た
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
会
見
で
「
安
倍
首
相
は

素
晴
ら
し
い
人
で
友
人
だ
」
と
前
置
き
し

な
が
ら
、「（
米
国
を
長
く
利
用
し
て
き

た
）
彼
ら
は
ほ
ほ
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
も
う
終
わ
る
」
な
ど
と
話
し

た
。
中
間
選
挙
に
向
け
て
、
安
倍
首
相
と

の
蜜
月
も
脇
に
置
い
て
、
貿
易
赤
字
解
消

に
本
腰
で
乗
り
出
し
た
よ
う
だ
。

さ
ら
に
、
中
国
に
対
し
て
は
、
知
的
財

産
へ
の
侵
害
が
あ
っ
た
と
し
て
、
通
商
法

３
０
１
条
に
基
づ
く
調
査
に
よ
り
、
高
い

関
税
を
か
け
る
制
裁
措
置
を
行
う
と
す

る
大
統
領
令
に
署
名
。
中
国
か
ら
の
輸

入
品
６
０
０
億
ド
ル
相
当
に
高
関
税
を
か

け
る
措
置
を
予
定
す
る
ほ
か
、
世
界
貿
易

機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）に
も
提
訴
す
る
。

こ
れ
に
対
し
、
中
国
政
府
は
直
ち
に
報

復
措
置
を
発
表
。
米
国
に
対
し
、
約
30
億

ド
ル
相
当
の
輸
入
品
に
新
た
な
関
税
を
か

け
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
世
界
第
１

位
と
２
位
の
経
済
大
国
に
よ
る
貿
易
戦

争
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

な
ぜ
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
貿
易
赤
字

の
解
消
に
躍
起
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ

は
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
第
18
区
下
院
議

員
補
欠
選
挙
で
の
苦
戦
が
背
景
に
あ
る
。

も
と
も
と
鉄
鋼
業
で
栄
え
た
土
地
が
、
今

は
荒
廃
が
進
む
「
ラ
ス
ト
ベ
ル
ト
」に
あ
た

る
地
域
だ
。
大
統
領
選
で
は
、
ト
ラ
ン
プ

氏
が
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
元
国
務
長

官
に
大
差
を
付
け
て
勝
利
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
今
回
の
補
選
で
は
、
共
和

党
の
リ
ッ
ク
・
サ
コ
ー
ン
前
州
下
院
議
員

（
60
）
が
振
る
わ
ず
、
民
主
党
の
コ
ナ
ー
・

ラ
ム
元
連
邦
検
事
（
33
）
が
接
戦
を
制
し

た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
の
中
間
選
挙
の
勝
利
に

黄
信
号
が
と
も
っ
た
。
こ
れ
が
、
同
氏
の

危
機
感
を
あ
お
り
、
反
撃
の
始
ま
り
と

な
っ
た
と
い
え
る
。

I

国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

泉　

洋
海

反
撃
に
出
た
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
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時論公論
更
迭
人
事
の
意
味

「
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
ボ
ル
ト
ン
氏

の
せ
い
う
ち
の
よ
う
な
ひ
げ
が
気
に
入
ら

ず
、
起
用
を
た
め
ら
っ
て
い
た
」
―
。
米
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
が
そ
う
伝
え

た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
口
ひ
げ
が
嫌
い
で
、

政
権
内
幹
部
に
は
口
ひ
げ
を
生
や
し
た
人

は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
い
う
。
北
朝
鮮
の

核
開
発
を
巡
り
、
米
国
と
北
朝
鮮
で
初
の

ト
ッ
プ
会
談
が
５
月
に
も
行
わ
れ
る
の
を

前
に
、
各
国
が
準
備
を
急
ぐ
こ
の
時
期
、

米
政
権
内
で
は
「
ひ
げ
」の
有
無
が
幹
部

選
び
を
左
右
し
て
い
た
。

し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
と
う
と
う
決

断
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
国
家
安
全
保
障
担
当

の
マ
ク
マ
ス
タ
ー
大
統
領
補
佐
官
の
解
任

を
告
げ
る
一
方
、
ボ
ル
ト
ン
元
国
連
大
使

を
後
任
に
任
命
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
マ
ク
マ
ス
タ
ー
氏
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
と

相
性
が
悪
く
、
解
任
は
時
間
の
問
題
だ
と

言
わ
れ
て
い
た
。「
頑
固
で
話
が
長
い
」
な

ど
と
し
て
マ
ク
マ
ス
タ
ー
氏
を
敬
遠
し
て

い
た
と
い
う
。

ボ
ル
ト
ン
氏
を
安
保
・
外
交
の
要
に
選

ん
だ
こ
と
で
、
対
北
朝
鮮
政
策
な
ど
に
は

大
き
な
影
響
が
あ
り
そ
う
だ
。
ボ
ル
ト
ン

氏
は
ブ
ッ
シ
ュ
元
大
統
領
の
政
権
下
で
、

ネ
オ
コ
ン
派
（
新
保
守
主
義
者
）
と
し
て

知
ら
れ
、イ
ラ
ク
戦
争
開
戦
を
強
く
主
張

し
た
。
北
朝
鮮
に
つ
い
て
も
「
悪
の
枢
軸
」

と
呼
ん
だ
ブ
ッ
シ
ュ
氏
を
支
持
。
そ
の
一
方

で
、
北
朝
鮮
の
核
開
発
へ
の
対
策
を
話
し

合
う
６
カ
国
協
議
に
は
、
否
定
的
な
見
解

を
語
っ
て
い
た
。
ボ
ル
ト
ン
氏
は
朝
鮮
半

島
は
最
終
的
に
北
朝
鮮
の
政
権
を
倒
し
、

韓
国
が
再
統
一
す
る
の
が
理
想
―
と
い
う

持
論
を
展
開
す
る
な
ど
、
北
朝
鮮
に
対
し

て
は
強
硬
姿
勢
を
貫
き
そ
う
だ
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
５
月
に
も
米
朝
会

談
に
臨
む
予
定
だ
が
、
こ
れ
が
決
裂
し
た

際
に
は
、
米
国
の
軍
事
行
動
の
危
険
性
が

高
ま
る
の
で
は
と
の
臆
測
も
呼
ぶ
。

さ
ら
に
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
テ
ィ
ラ
ー
ソ
ン

国
務
長
官
の
更
迭
も
決
め
、
そ
の
後
任
に

は
、
ポ
ン
ペ
オ
中
央
情
報
局
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
長

官
が
就
任
す
る
。
同
氏
も
強
硬
派
と
さ
れ

て
お
り
、
政
権
は
ま
す
ま
す
強
硬
路
線
を

突
っ
走
る
可
能
性
が
あ
る
。

日
朝
会
談
の
行
方

さ
て
、
世
界
の
外
交
は
５
月
の
米
朝

会
談
へ
と
焦
点
を
定
め
て
い
る
。
３
月
下

旬
に
は
、
北
朝
鮮
の
金
正
恩
朝
鮮
労
働

党
委
員
長
が
中
国
を
電
撃
訪
問
。
初
の

外
遊
で
習
近
平
国
家
主
席
と
会
談
し
た
。

国
連
安
全
保
障
理
事
会
の
制
裁
決
議
で

国
際
的
に
孤
立
す
る
中
、
韓
国
や
米
国
と

の
会
談
を
前
に
、「
血
盟
」
と
さ
れ
る
中

国
の
ト
ッ
プ
と
会
談
し
、後
ろ
盾
を
得
て
、

今
後
の
会
談
を
有
利
に
進
め
る
思
惑
だ
。

金
正
恩
氏
の
父
、
金
正
日
総
書
記
も
当

時
、
韓
国
・
金
大
中
大
統
領
と
の
首
脳

会
談
前
の
２
０
０
０
年
５
月
に
訪
中
し
て

い
る
。

中
国
の
国
営
通
信
、
新
華
社
に
よ
る

と
、
金
正
恩
氏
は
「
米
韓
両
国
が
善
意
で

わ
れ
わ
れ
の
努
力
に
応
え
、
平
和
と
安
定

の
雰
囲
気
を
つ
く
れ
ば
、
朝
鮮
半
島
非
核

化
の
問
題
は
解
決
で
き
る
」と
表
明
。「
朝

鮮
半
島
の
非
核
化
実
現
に
尽
力
す
る
」
と

述
べ
た
と
い
う
。
ま
た
、
金
氏
は
習
氏
の

訪
朝
を
要
請
し
、
習
氏
は
快
諾
し
た
と
さ

れ
る
。
北
朝
鮮
問
題
を
巡
り
、
中
国
が
主

導
権
を
取
る
と
の
見
方
も
あ
る
。

今
後
、４
月
に
は
韓
国
と
北
朝
鮮
が
会

談
す
る
な
ど
、
日
本
抜
き
で
朝
鮮
半
島
問

題
へ
の
対
応
が
進
み
そ
う
。
安
倍
首
相
は

４
月
に
訪
米
し
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
北

朝
鮮
へ
の
対
応
方
針
を
確
認
す
る
の
に
加

え
、「
拉
致
事
件
を
忘
れ
な
い
で
」
と
す
る

日
本
の
考
え
を
伝
え
る
予
定
。
貿
易
交
渉

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ト
ラ
ン
プ
氏
と
安

倍
氏
の
関
係
も
そ
う
盤
石
で
は
な
さ
そ
う

だ
。
米
朝
韓
と
中
国
が
朝
鮮
半
島
の
非

核
化
を
追
い
求
め
る
過
程
で
日
本
が
蚊
帳

の
外
に
置
か
れ
な
い
よ
う
、
動
向
を
注
視

す
る
必
要
が
あ
る
。




